







































｢縁起」(pratītyasamutpāda) という語は一例見られるのみであるが (184 偈)、同様な
用例として、縁によって生じたもの (pratyayasambhava/477 偈)、あるいは、諸縁の和合
(sāmagrya/47 偈，kalāpa/597 偈) によって生じたものという表現が見られる。内容としては、
いずれも、それら縁生のものは空、無自性であり、諸法の不生不滅、不一不異、非有非無を説


























































na hy atrotpadyate kim
̇
cit pratyayair na nirudhyate /





na cotpadyā na cotpannāh
̇
pratyayo ʼpi na kecana /
sam
̇
vidyante kvacit tena vyavahāram
̇






















tasyāsti nāsti nopaiti viviktam
̇










sarve na kāryāj jāyate bhavah
̇






品」では、様々な言説・仮説の所依として vastu の実在、唯事 (vastumātra) が説かれ、そ
の vastu は空による否定を重ねても、否定されずに残るという瑜伽行派独自の空性理解がなさ
れている(本稿 3-2参照)。




SAG 中の三性説は唯識思想を前提としない内容を含み、それが CS との共通の偈になってい
る。その意味で、仮説の所依の有を主張する瑜伽行派に対して、龍樹の縁起説の延長としての
依他起性理解がなされていた可能性がある(6)。


















































































am iti na kalpayitavyam | āparamān
̇
upravicayād


































































































bhavati (LAS. 52. 9-53. 3)
その時、マハーマティ菩薩摩訶薩は、世尊に次のように言った。世尊よ、分別が生起しな
い相を見て、分別の不生起に依存した、かの (兎の角の) 無を我々は推測します。世尊は









この一節の後に、4 つの偈頌 (435-439 偈) が挿入されているが、本節の内容と関係がある























































khyāyate tathā khyāyann api mahāmate tadātmako na
























tad yathā mahāmate paratantrasvabhāvāśrayād vicitraparikalpitasvabhāvābhiniveśah
̇





























以上、LAS の縁起・三性説を見てきたが、その縁起説は SAG から経典本文にかけて、空・
無自性の縁起から相依性の縁起へと展開している。後述するように、これは龍樹文献群の縁起
と同一であり、LAS の作者が龍樹思想の圏内にいた人物であったことを意味している。三性



















pūrvāntān madhyānte sambhavati | yathā ca madhyāntād aparānte sambhavati | yathā
ca madhyānte sambhūto vartate vyavadānāya ca paraiti | katham pūrvantān



















































yāvad eva kalalatvādibhir avasthā
viśes
̇
air uttarais tasya | garbhagatasya nāmarūpasya yāvaj jīrn
̇
ātvāya | saha
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blo gros yangs pa ʼgro ba drug gi ʼkhor ba ʼdi na sems can gang dang gang dag sems can gyi
ris gang dang gang du ʼang sgo nga nas skye baʼi skye gnas sam | yang na mngal nas skye ba
ʼam | yang na drod gzher las skye ba ʼam | yang na rdsus te skye baʼi skye gnas su lus mngon
par ʼgrub cing ʼbyung bar ʼgyur ba der dang por ʼdi ltar len pa rnam pa gnyis po rten dang
bcas paʼi dbang po gzugs can len pa dang | mtshan ma dang ming dang rnam par rtog pa la
tha snyad ʼdogs paʼi spros paʼi bag chags len pa la rten nas|sa bon thams cad paʼi sems rnam
par smin eing ʼjug la rgyas zhing ʼphel ba dang yangs par ʼgyur ro || (中略) blo gros yangs pa
rnam par zhes pa de ni len paʼi phyir ro || kun gzhi rnams par zhes pa zhes kyang bya ste | ʼdi































śo yato ʼvipaśyan sad asan nirīks
̇



































prakāro lokasya yad vidyamānam
̇



































|| MAV_III-18 cd ||
縁起の意味とは、因と果と作用が、(無なるものを有と) 増益することがなく、(有なるも
のを無と) 損減することがないことである。


















hītā śūnyatā bhavati | yataś ca yad yatra na bhavati | tat




am bhavati | tat sad ihāstīti
yathābhūtam
̇







e vastuni rūpam ity evam-ādi-prajñapti-vādʼātmako dharmo



















































prajānāti | iyam ucyate
su-gr
̇
hītāśūnyatā samyak-prajñayā su-pratividdheti |(BBh. 47. 16-48. 6)
さらにまた、「正しく理解された空性」とはどのようなものか。そこ (A) にそれ (B) が












これを受けて、SNS では、同様に勝義に実在する vastu と、それを所依として(存在しな
い)自性や言説が仮説されることが説かれ、「摂決択分中菩薩地」における五事説では、「因相」
を言語表現のための語の基体、拠り所となった事物であるとしている(14)。それに対応するよ
うに、SNS と YBh における依他起性は、単に十二支縁起説とのみ定義されていて、未だに唯
識説とは結びついていない。
chos rnams kyi gzhan gyi dbang gyi mtshan nyid gang zhe na | chos rnams kyi rten cing
ʼbrel bar ʼbyung ba nyid de | ʼdi lta ste ʼdi yod pas ʼdi ʼbyung la | ʼdi skyes paʼi phyir ʼdi skye ba
ʼdi lta ste |ma rig paʼi rkyen gyis ʼdu byed rnams zhes bya ban as | de ltar nasdug bsngal gyi








abhāvabhāvatā yā ca bhāvābhāvasamānatā |














abhūtaparikalpo ʼsti dvayan tatra na vidyate |
śūnyatā vidyate tv atra tsyām api sa vidyate || MAV_I-1 ||
虚妄分別は存在する。そこに二つのものは存在しない。しかし、そこに空性は存在し、そ
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u cintāsuviniścitatvāj jalpānvayām arthagatim
̇
para iti || MSA_VI-6 ||
菩薩は智慧と福徳の無辺の究極の資糧を積み、法に対して思いがよく決択することから、
対象の姿形は意言に随順すると了解する。













ena || MSA_VI-7 ||
彼は対象が意言に過ぎないことを認識し、それに似て顕現する唯心に住する。そして、法
界が現前する。それ故、二相を離れる。
nāstīti cittāt param etya buddhyā cittasya nāstitvam upaiti tasmāt |


























apratyayebhyo ʼpi kasmāt phalam
̇
nābhipravartate || MK_I-14 ||











phalam asvamayebhyo yat tat pratyayamayam
̇
katham || MK_I-15 ||
結果は縁によって成立したものであるが、諸縁は、自身から成立したものではない。結果










































































ate siddhas tv apeks
̇
āsya na yujyate || MK_X-11 ||























gcig med par ni mang po dang / mang po med par gcig mi ʻjug /
de phyir rten cing ʻbrel ʻbyung baʼi / dngos po mtshan ma med pa yin / Śs_7 /
一なくして多は、多なくして一は意味をなさない。それ故、諸々の存在は依存して生じて
いるのであり、相のないものである。
ma rig ʻdu byed med mi ʻbyung / de med ʻdu byed mi ʻbyung zing /












dīpotpādād yathā prabhā // RĀ_I-48 //
これがあるとき、かれがある。例えば、長があるとき短があるように。これが生じるとき、
かれが生じる。たとえば、灯火が生じるとき、明るさが生じるように。
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―――― [1992] Laṅkāvatārasūtra in Early Madhyamaka Literature
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( 2 ) LAS の成立に関しては、「偈頌品」(SAG) が経典本体に先立って成立したのではないかという仮説
が提起されているが (Takasaki [1980]、石橋 [2014])、本稿でもその立場に立つ。
( 3 ) 池田 [1996a] [1996b]、兵藤 [1990] [1991] によれば、唯識説と結びつく以前の「実在論的三性説」
と外界非存在を説く唯識説導入後の「唯識的三性説」とでは、依他起性の内容が質的に異なり、三
性説は構造的変化を遂げている。本稿でも、この意味で「構造的変化」という語を用いる。














| sati paratantre nirihārthah
̇
(YBh. 203. 1) 縁起の意味は何か。個人主体がないとい
う意味である。個人主体がないゆえ、無常という意味であり、無常ゆえに暫住という意味であり、
暫住であるゆえ、依他という意味であり、依他であるゆえ、作用がないという意味である。
( 5 ) 石橋 [2014] 参照。
( 6 ) SAG では、依他起性 (paratantra-svabhāva) を「縁より生じた自性」pratyayodbhava- svabhāva
(tib. rkyen las skyes pai rang bzin) と言い換えている箇所がある。これは、YS
̇
における pratītya-
utpāda、VV における pratītya-bhāva という表現に近いようにも思われる。両者ともに、縁起を意
味する語として用いられている。SAG の依他起性は、こうした龍樹文献群所説の縁起の概念の延長
にあるように考えられる。









cittam eva tu // SAG. 153//
縁より生じた自性は、分別によって分別する。外界に対象を見ることは虚妄であり、対象は存在し
ないが、心こそは (存在する)。
( 7 ) 遍計所執性が因相と名との結合より生じるという SAG. 307 偈と同じ内容が SNS においても見られ
る。yon tan ʼbyung gnas de la mtshan ma dang ʼbrel baʼi ming la brten nas ni kun brtags paʼi mtshan
nyid rab tu shes so (SNS. 63. 11-12) 徳本菩薩よ、このうち因相と結びついた名に基いてこそ遍計所
執性を理解する。
( 8 ) 本稿 4-2 を参照のこと。

























(10) 蔵訳 (gzhan gyi dbang gi rang bzhin la kun brdags baʼi rang bzhin rnam bar rtog baʼi sems sna tsogs
rnam pa) を参照した。
(11) Ms. I-19
















ttikalpanāt (MAVBh. 45. 22-46.
2) その中で、因についての増益とは、行などに対して不正な因を考えるからである。因についての




(14) brjod pa ni dngos po med pa can yang ma yin te / dngos po deʼang gang zhe na / ʼphags pa rnams kyi
ʼphags paʼi shes pa dang / ʼphags paʼimthong bas brjod du med par mngon par rdzogs par sangs rgyas
pa gang yin pa ste / brjod du med paʼi chos nyid de nyid mngon par rdzogs par rtogs par bya baʼi phyir




rgyu mtshan gang zhe na / mdor bsdu na / mngon par brjod paʼi thig gi gzhiʼi gnas su gyur paʼi dngos
po gang yin paʼo (Visg 1. 2. 1) 因相とは言語表現のための語の基体、依り所となった事物 (=*vastu)
である。
(15)「摂決択分」においても同様に定義されている。gzhan gyi dbang gi ngo bo nyid gang zhe na / ʼdi lta






























(18) 中村 [1980]、三枝 [2000] 等により、これまで龍樹が相依性の縁起を説いていたと理解されてきた
が、その文献学的根拠は月称の註釈であり、後代の文献に基くものであると疑問も投げかけられて







(19) 桂・五島 [2016] の中で、五島は龍樹文献群の成立時期を 4世紀頃と推定すれば、LAS をはじめと
する大乗経典の思想を反映していることや、唯識や三性説を予想させる文言がみられることも不思
議ではないとしている (p. 322)。
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